
い
よ
い
よ
25
春
闘
が

本
番
を
迎
え
る
。
今

春
闘
の
カ
ギ
は
、
２

年
続
い
た
賃
上
げ
傾
向
を
中

小
企
業
で
も
実
現
で
き
る
か

で
あ
る
。
全
労
連
、
連
合
、経

団
連
の
十
倉
会
長
も
そ
れ
を

強
調
し
た
。
国
も
中
小
企
業

の
賃
上
げ
を
後
押
し
、
価
格

転
嫁
に
関
す
る
下
請
け
か
ら

の
要
請
を
拒
否
し
な
い
よ
う

様
々
な
施
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
▼
し
か
し
、
実
際
に
賃

上
げ
交
渉
を
す
る
の
は
、
企

業
内
で
あ
り
、
そ
こ
で
働
く

労
働
者
が
ど
れ
だ
け
の
声
を

あ
げ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

労
働
者
が
直
接
雇
用
主
に
対

し
て
声
を
あ
げ
な
け
れ
ば
、

賃
上
げ
が
実
現
す
る
こ
と
は

な
い
▼
日
本
商
工
会
議
所
が

年
末
に
発
表
し
た
「
25
年
度

に
賃
上
げ
を
予
定
し
て
い
る

企
業
」
の
割
合
は
48
・
５
％

で
あ
り
、
賃
上
げ
し
な
い
予

定
と
し
た
企
業
は
25
・
３
％
。

２
０
２
４
年
の
労
働
組
合
基

礎
調
査
で
は
、
全
体
の
推
定

組
織
率
は
15
・
５
％
で
あ
る

も
の
の
、
１
０
０
～
３
０
０

人
未
満
の
企
業
の
組
織
率
は

６
・
１
％
、１
０
０
人
未
満
企

業
で
は
わ
ず
か
０
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。
物
価
上
昇
率

は
、
２
０
２
５
年
度
で
２
％

台
半
ば
、
２
０
２
６
年
度
が

概
ね
２
％
と
発
表
さ
れ
て
い

る
。
23
年
24
年
と
30
年
ぶ
り

の
賃
金
上
昇
が
あ
る
も
、
実

質
賃
金
は
３
年
連
続
し
て
マ

イ
ナ
ス
。
声
を
あ
げ
る
組
織

を
増
や
し
、
賃
上
げ
を
本
物

に
し
た
い
。（
Ｔ
）

２０２５２０２５
国民春闘国民春闘 仲間とともに要求実現めざす仲間とともに要求実現めざす

討議を重ねて回答引き出しに全力を

フ
ジ
テ
レ
ビ
労
組
に
連
帯
す
る
特
別
決
議
採
択

　

愛
労
連
は
１
月
26
日
、
第

71
回
臨
時
大
会
を
刈
谷
市
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
、
２
０
２
５
国
民
春
闘
勝

利
に
向
け
て
の
春
闘
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト

併
用
で
開
催
し
、
代
議
員
99

人
は
じ
め
計
１
５
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。　

　

西
尾
議
長
は
、「
正
規
も
非

正
規
も
す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
、
年

金
の
引
き
上
げ
を
実
現
す
る

春
闘
に
」
と
し
て
、「
①
フ
ジ

テ
レ
ビ
労
組
・
民
法
労
連
へ

の
連
帯
、
②
大
企
業
の
内
部

臨時大会へ挨拶に駆けつけた
藤原規眞衆議院議員㊧
本村伸子衆議院議員㊨
最低賃金の紹介議員も快諾し
西尾議長㊥と共闘誓う

留
保
を
賃
上
げ
と
中
小
企

業
支
援
へ
、
③
戦
後
被
爆

80
年
・
戦
争
の
な
い
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
」
の
３

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
大
幅
賃
上
げ
を　
　
　

　

各
組
合
で
春
闘
準
備
が
本
格
化

 

様
々
な
春
闘
の

  

と
り
く
み
を
計
画

　

１
月
31
日
、
愛
労
連
ケ
ア

労
働
対
策
委
員
会
は
、
ケ
ア

労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
を
求

め
て
県
に
要
請
書
を
提
出

し
、
記
者
会
見
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

愛
労
連
の
西
尾
議
長
は

「
ケ
ア
労
働
者
は
他
産
業
に

比
べ
極
め
て
低
い
賃
金
で
あ

り
、
５
万
円
の
処
遇
改
善
に

向
け
県
独
自
の
人
材
定
着
・

確
保
に
つ
な
が
る
施
策
を
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

記
者
会
見
で
は
、
25
春
闘

み
ん
な
の
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
発
表
し
、
生
活
が

苦
し
い
実
態
を
各
組
合
か
ら

報
告
し
ま
し
た
。

　

各
組
合
で
は
、
春
闘
の
要

求
実
現
に
向
け
討
議
が
重
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
福
保
労
】昨
年
の
春
闘
で
目

標
に
し
た
「
す
べ
て
の
分
会

が
要
求
書
を
提
出
し
団
体
交

渉
を
」と
い
う
と
り
く
み
が
、

秋
の
た
た
か
い
の
要
求
書
提

出
増
に
繋
が
り
、
今
春
闘
も

声
を
上
げ
よ
う
と
い
う
雰
囲

気
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
年

は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
る
提

案
の
討
議
も
お
こ
な
っ
て
お

り
、
組
合
員
２
人
の
高
齢
者

職
場
で
、
２
人
だ
け
で
も
ス

ト
ラ
イ
キ
を
、
と
い
う
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
職
場
要
求

と
と
も
に
国
へ
の
制
度
改
善

を
迫
る
た
め
、
３
月
の
２
週

目
に
は
職
場
ア
ピ
ー
ル
行
動

や
、
夜
の
集
会
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
も
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
に
初

め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

【
医
労
連
】全
産
業
平
均
よ
り

低
い
賃
金
（
介
護
７
万
６
千

円
、
看
護
１
万
１
千
円
）
を

改
善
し
、
離
職
防
止
と
人
員

不
足
解
消
の
た
め
５
万
円
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
提
起
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
大
幅

賃
上
げ
を
迫
っ
て
い
く
こ
と

を
臨
時
大
会
で
確
認
。
全
医

労
で
は
、
２
月
末
、
３
月
13

日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
た

闘
争
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

【
生
協
労
連
】東
海
地
連
25
春

闘
組
合
学
校
を
開
催
、
春
闘

で
の
大
幅
賃
上
げ
と
要
求
前

進
に
向
け
て
意
思
統
一
し
ま

し
た
。
最
賃
引
き
上
げ
の
必

要
性
に
つ
い
て
の
講
演
や
、

模
擬
団
交
の
分
科
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。「
実
際
の
交
渉
で

早
速
試
し
た
い
」
「
ス
ト
ラ

イ
キ
の
使
い
方
が
重
要
と
分

か
っ
た
」
な
ど
役
立
つ
学
び

に
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

【
全
国
一
般
】ナ
ト
コ
労
組
で

は
、
幅
広
い
意
見
を
集
め
る

た
め
に
み
ん
な
の
要
求
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
職
場
全

点
を
訴
え
ま
し
た
。
討
論

で
は
、
大
幅
賃
上
げ
、
公

共
の
再
生
、
組
織
拡
大
、

ト
ヨ
タ
総
行
動
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
会
計
年
度
任

用
職
員
雇
い
止
め
、教
育
、

争
議
、
地
域
活
動
な
ど
27

本
（
内
文
書
発
言
１
）
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。　

ケ
ア
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
求
め
記
者
会
見

体
か
ら
声
を
集
め
、
中
間
結

果
を
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
、
さ

ら
な
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力

を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。「
会

社
へ
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら

え
る
機
会
が
あ
っ
て
非
常
に

嬉
し
い
。
も
っ
と
意
見
を
吸

い
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
別
決
議
を
採
択
し
、
フ
ジ
テ
レ

ビ
労
組
に
連
帯
の
エ
ー
ル
を
送
る

㊤記者会見でケア労働者の窮状を訴える
㊧愛知県へ要請書を提出し処遇改善施策要求
　委員会側 8人、県側 12 人が参加

　

２
０
２
５
春
闘
が
始
ま
り
各
組
合
が
大
幅
賃
上
げ
は

じ
め
労
働
条
件
の
向
上
め
ざ
し
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
ス

ト
ラ
イ
キ
の
配
置
も
含
め
討
議
を
重
ね
、
要
求
の
練
り

上
げ
、
要
求
書
提
出
に
向
け
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
ま

す
。

特別決議は 
こちら

メッセージをいただいた方々（敬称略）
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明
乳
争
議
と
は
、
明
治
乳

業
株
式
会
社（
現
・
株
式
会
社

明
治
）
で
昭
和
40
年
代
に
労

働
条
件
向
上
、
人
員
削
減
に

反
対
す
る
た
め
に
労
働
組
合

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

労
働
者
に
対
し
て
、
賃
金
差

別
を
し
た
こ
と
に
対
し
、
全

国
の
工
場
の
社
員
が
訴
え
て

い
る
長
期
差
別
争
議
で
す
。

　

都
労
委
で
の
39
件
の
事
件

を
公
益
委
員
の
指
揮
で
「
併

合
」
し
た
証
人
尋
問
が
昨
年

の
10
月
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

証
人
尋
問
で
は
、
申
立
人

集
団
と
他
集
団
と
の
差
別
の

実
態
を
、
デ
ー
タ
を
駆
使
し

て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

証
人
尋
問
終
了
後
、
12
月

６
日
と
２
月
28
日
に
「
今
後

の
進
行
」
等
に
関
す
る
調
査

期
日
が
設
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
争
議
団
・
支
援
共
闘
・
弁

護
団
は
、
設
定
さ
れ
た
期
日

ま
で
を
全
面
解
決
に
向
け
た

運
動
期
間
と
受
け
止
め
て
、

解
決
を
確
実
に
た
ぐ
り
寄
せ

る
と
り
く
み
を
強
め
て
い
ま

す
。

　

争
議
団
は
今
ま
で
の
立
証

の
到
達
点
に
確
信
を
持
ち
、

頑
な
な
ま
で
に
話
し
合
い
を

拒
否
す
る
明
治
に
対
し
て
、

公
益
委
員
や
事
務
局
が
人
権

擁
護
の
立
場
に
立
っ
て
和
解

の
指
揮
を
貫
く
こ
と
を
求
め

て
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
明
治
グ
ル
ー
プ

の
経
営
状
況
は
深
刻
で
あ

り
、
差
別
・
人
権
否
定
の
労

働
争
議
を
抱
え
て
い
る
場
合

で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で

す
。
明
治
グ
ル
ー
プ
は
厳
し

さ
を
増
す
国
内
市
場
や
、
世

界
市
場
へ
の
飛
躍
も
成
功
し

な
い
現
状
な
ど
を
背
景
に
、

株
価
は
下
落
し
長
期
の
低
迷

を
続
け
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
新
春
か
ら
、
企
業
活
動
上

の
リ
ス
ク
で
あ
る
長
期
労
働

争
議
の
全
面
解
決
を
、
都
労

委
を
舞
台
に
し
て
決
断
す
る

こ
と
を
会
社
に
強
く
求
め
る

運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
、
女
性
差
別
撤
廃
委

員
会
が
、
皇
位
継
承
を
男
系

男
子
に
限
る
皇
室
典
範
の
改

正
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
日
本
政
府
は
「
皇
位

継
承
の
あ
り
方
は
国
家
の
基

本
に
関
わ
る
事
項
」
と
抗
議

し
、
同
委
員
会
へ
の
拠
出
金

を
停
止
す
る
と
発
表
し
ま
し

た
。
勧
告
内
容
が

意
に
沿
わ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
拠

出
金
を
制
限
す
る

報
復
的
な
対
応
は

「
ま
る
で
ト
ラ
ン

プ
氏
の
よ
う
だ
」

「
大
人
げ
な
い
」と
批
判
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
は
、
天
皇
に
つ
い
て

「
国
民
の
総
意
」「
国
の
象
徴
」

「
国
民
統
合
の
象
徴
」と
規
定

し
て
い
ま
す
。
国
民
は
多
様

で
あ
り
、
男
性
に
限
定
さ
れ

る
合
理
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
府
は
「
男
系
男
子
」
に
固

執
し
ま
す
が
、
国
民
の
意
識

は
90
％
が
女
性
天
皇
を
認
め

る
こ
と
に
賛
同
、
女
系
天
皇

に
つ
い
て
も
計
84
％
が
賛
同

（
共
同
通
信
世
論
調
査
）
し

て
い
ま
す
。
折
し
も
今
年
は

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
」
批

准
、「
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
」
成
立
か
ら
40
年
。
日
本

政
府
は
条
約
や
国
内
法
の
精

神
に
背
く
よ
う
な
制
裁
措
置

は
た
だ
ち
に
撤
回
す
べ
き
で

す
。

　

通
常
国
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
与
党
過
半
数
割
れ
の
も

と
、自
公
政
権
は
「
数
の
力
」

で
法
案
を
通
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
野
党
が
結
束
し
て

内
閣
不
信
任
決
議
案
を
出
せ

ば
可
決
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
国
会
の
最
大
の
焦

点
は
、企
業
・
団
体
献
金
の
禁

止
と
と
も
に
物
価
高
か
ら
国

民
生
活
を
改
善
す
る
税
制
・

施
策
で
す
。

　

国
会
情
勢
を
背
景
に
大
幅

賃
上
げ
、
下
請
単
価
引
き
上

げ
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
失

わ
れ
た
30
年
と
い
う
経
済
停

滞
を
変
え
る
力
に
な
り
ま

す
。「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」法

案
も
提
出
さ
れ
る
見
通
し
で

す
。
格
差
と
貧
困
の
な
い
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実

現
へ
、「
対
話
と
学
び
あ
い
」

で
仲
間
を
ひ
ろ
げ
る
春
闘
に

し
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等･

く
ら
し
改
善

私
た
ち
の
声
が
力
に
な
る

㊨栄総行動で訴える争議団野村さん

 たたかう仲間たち　No.173

  今年こそ日本一長い差別争議の全面解決を

 明治乳業争議
 全面解決に向け都労委へ
　　　　　　　　　愛知争議団　事務局長　植木日出男

雇
用
守
れ
と
労
働
組
合
と
当
事
者
が
声
を
上
げ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
　

一
斉
大
量
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る

　

名
古
屋
市
立
の
保
育
園
で

働
く
会
計
年
度
任
用
職
員
雇

い
止
め
問
題
に
関
わ
り
、
市

の
方
針
に「
納
得
で
き
な
い
」

と
当
事
者
が
声
を
上
げ
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
対
応
職
員
の
採
用
予
定
人

数
を
合
格
発
表
直
前
に
見
直

さ
せ
ま
し
た
。
当
事
者
の
思

い
が
法
律
家
や
研
究
者
、
マ

ス
コ
ミ
や
国
会
に
届
き
、
市

に
よ
る
一
斉
大
量
解
雇
方
針

を
撤
回
さ
せ
ま
し
た
。

解
雇
」
の
計
画
を
撤
回
さ
せ

ま
し
た
。
当
事
者
の
勇
気
と

団
結
の
力
で
事
態
を
打
開
さ

せ
ま
し
た
。

オンラインで２カ所を結び同時記者会見
㊤記者会見名古屋会場（写真の一部を加
工しています）㊦記者会見東京会場

建交労
保育パート

支部

　

セ
ン
タ
ー
で
働
く
36
人
の

会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち

「
５
年
目
」を
迎
え
た
23
名
が

今
回
の
公
募
対
象
者
と
な
り

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
公
募
要

項
の
採
用
予
定
人
数
は
「
全

園
で
８
名
程
度
」と
さ
れ
、こ

の
ま
ま
で
は
半
数
以
上
の
公

募
対
象
者
が
「
解
雇
」
さ
れ
る

こ
と
が
発
覚
し
ま
し
た
。
突

然
の
雇
用
の
危
機
に
園
長
に

説
明
を
求
め
た
も
の
の
、
現

場
に
は
何
も
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
公
募
試
験
は
待
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
市
と
対
等
に
交

渉
す
る
た
め
労
働
組
合
に
相

談
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

保
育
パ
ー
ト
支
部
は
、
全

 

公
募
対
象
23
人
に
対
し

 

採
用
枠
は
「
８
人
程
度
」

労
連
・
中
央
単
産
と
連
携
を

図
り
つ
つ
、
繰
り
返
し
記
者

発
表
を
行
い
取
材
に
応
じ
ま

し
た
。
11
月
以
降
、
こ
の
一

斉
大
量
解
雇
問
題
は
様
々
な

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
、
多

く
の
論
文
や
提
言
の
公
表
、

12
月
の
臨
時
国
会
で
は
衆
参

両
院
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。12
月
16
日
、保
育
パ
ー
ト

支
部
は
市
に
要
求
書
を
提
出

し
回
答
を
求
め
ま
し
た
。
そ

し
て
20
日
の
午
後
、
口
頭
で

「
採
用
予
定
人
数
に
つ
い
て
、

８
名
相
当
を
見
な
お
し
、
任

期
が
切
れ
た
方
の
人
数
相
当

は
採
用
す
る
こ
と
と
す
る
」

回
答
が
示
さ
れ
、「
一
斉
大
量

 神山征二郎監督映画祭 

愛愛労労連連労労働働相相談談セセンンタターー  

家家族族・・知知人人等等でで困困っってていいるる方方ににごご紹紹介介くくだだささいい

祝祝祭祭日日をを除除くく月月～～金金 ～～

パパーートト・・非非正正規規・・派派遣遣、、どどななたたででもも相相談談ででききまますす

無無料料  

ままたたはは検検索索ササイイトトでで
””愛愛労労連連““

勇
気
と
団
結
が
マ
ス
コ
ミ

や
国
会
を
も
動
か
す

　

12
月
23
日
の
共
同
緊
急
記

者
会
見
で
は
、
国
会
で
総
務

大
臣
に
迫
っ
た
辰
巳
孝
太
郎

衆
議
院
議
員
は
じ
め
、
藤
原

規
眞
衆
議
院
議
員
、
東
海
労

働
弁
護
団
の
田
巻
紘
子
事
務

局
長
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

竹
信
三
恵
子
さ
ん
、
北
海
学

園
大
学
の
川
村
雅
則
教
授
か

ら
激
励
を
受
け
、
当
事
者
は

同
僚
と
ひ
と
つ
の
椅
子
を
争

わ
さ
れ
た
精
神
的
な
ダ
メ
ー

ジ
、
や
り
が
い
を
感
じ
な
が

ら
続
け
て
き
た
仕
事
が
市
の

判
断
で
い
と
も
簡
単
に
奪
わ

れ
か
ね
な
い
や
る
せ
な
さ
、

な
に
よ
り
市
が
「
５
年
目
公

募
」
を
撤
回
し
て
い
な
い
こ

 　

新
た
に
６
人
の

　
　
　
　
　

労
組
加
入

国
会
と
愛
知
を
つ
な
ぎ

緊
急
記
者
会
見

特別割引入場券のご案内
土日祝日問わずいつでも使用でき、使用期限はあ
りません。券売待ちもなく、優先的に入場できます。

　　区　　分　　　　　　特別券　　　　 通常価格

大人　　　　　　　　　1,620 円　　　　2,030 円

高校生　　　　　　　　1,420 円　　　　2,030 円

小中学生　　　　　　　　710 円　　　　1,010 円

幼児 (4 才以上）　　　　　350 円　　　　　500 円

大人　　　　　　　　　1,940 円　　　　2,440 円

高校生　　　　　　　　1,640 円　　　　2,440 円

小中学生　　　　　　　　820 円　　　　1,210 円

特別割引入場券のご案内

名古屋港水族館

（単独券）

4 館共通券

名古屋港水族館＋展望室＋
海洋博物館＋南極観測船ふじ

券　　　種

※4館共通券には未就学児の設定はありません。4才以上の幼児は水族館単独券をご利用ください。
申込締切３月４日 ( 火 ) ※所属の組合によって締切日が違う場合があります。
申し込みは所属の労働組合へお申し込みください。
チケットは３月１０日 ( 月 ) までに各労働組合事務所へ送付します。

【問い合わせ】愛労連事務局まで　☎052-871-5433

  春
休みに

まってるよ

と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

当
事
者
が
声
を
上
げ
、
組

合
員
の
雇
用
を
守
っ
た
成
果

は
と
て
も
尊
い
も
の
で
す
。

保
育
パ
ー
ト
支
部
へ
の
期
待

と
信
頼
が
組
合
加
入
へ
と
つ

な
が
り
、
６
名
も
の
新
た
な

仲
間
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
通
常
の
公
募
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
の

都
合
に
よ
り
年
度
末
直
前
に

合
否
通
知
さ
れ
る
職
域
の
改

善
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

不
合
格
と
な
れ
ば
年
度
初
め

か
ら
の
生
計
に
大
き
な
影
響

が
生
じ
ま
す
。

　

政
府
が
「
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
」
を
政
策

に
掲
げ
る
今
、
制
度
の
抜
本

的
改
善
と
雇
用
主
責
任
発
揮

さ
せ
る
た
た
か
い
は
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
す
。

（2）No.380 2025年2月10日発行愛　労　連2025 年 3 月号
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米津羊羹本舗 ( 西尾市）
　

西
尾
市
北
部
の
矢
作
川

沿
い
の
米
津
地
区
は
、
朝

ド
ラ
「
虎
に
翼
」
主
題
歌

作
者
米
津
玄
師
の
熱
狂
的

な
フ
ァ
ン
が
「
聖
地
」
と

し
て
崇
め
全
国
か
ら
や
っ

て
く
る
そ
う
で
す
。
そ
の

地
に
創
業
１
５
０
年
を
超

え
る
老
舗
和
菓
子
店
の
看

板
商
品
「
米
津
羊
羹
」
は
、

創
業
以
来
の
製
法
を
守

り
、
手
作
り
で
丁
寧
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道

産
の
小
豆
と
厳
選
さ
れ
た

材
料
を
使
用
し
、
甘
さ
控

え
め
で
上
品
な
味
わ
い
が

特
徴
。
店
舗
は
、
赤
レ
ン

ガ
造
り
の
趣
の
あ
る
建
物

で
、
店
内
で
は
米
津
羊
羹

の
歴
史
や
製
法
な
ど
が
紹

介
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
矢

作
川
と
米
津
橋
が
描
か
れ

て
お
り
、
西
尾
市
の
風
景

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

所在地：愛知県西尾市米津町仲之畑 56
名鉄西尾線「米津駅」より徒歩 5 分　米津橋北東角

TEL：0563-57-2842  営業時間：8:30 ～ 18:00

1/12

1/13

2/1

2/6

２０２５反核平和新春のつどいで、ノーベ
ル平和賞授賞式に参加した愛友会・金本
さんから受賞の喜びが話された。

女性協新春のつどいが開催され、ジェン
ダー平等について学び交流し、年の初め
に元気が出たと好評だった。

第２９回機関紙宣伝学校を開催。自治労
連本部機関紙編集長の武田敦さんから、
機関紙の必要性を聞いた。

トヨタ本社及びグループ企業に、大企業
として利益を賃上げ・下請けに回し社会
的責任をと求める要請をおこなった。

みんなのとりくみ
お寄せください

　単産・単組や地域でのとりくみを
写真と簡単な文章でお寄せくださ
い。しめきりは毎月４日までに愛労
連事務局必着。
　詳しくは…
　℡ 052-871-5433( 髙田 ) まで
　E-mail post@airoren.gr.jp

T
o
p
ic
s

T
o
p
ic
s

殺
傷
武
器
工
場
の
建
設
続
々

軍
事
よ
り
も
社
会
保
障
拡
充

　

政
府
が
閣
議
決
定
し
た
２
０
２
５
年
度
の
防
衛
予

算
案
は
８
兆
７
０
０
５
億
円
と
な
り
過
去
最
大
を
更

新
、
５
年
間
で
43
兆
円
と
さ
れ
る
防
衛
費
は
、
後
年

度
負
担
（
軍
事
ロ
ー
ン
）
を
含
め
る
と
実
質
的
に
は

60
兆
円
に
も
な
る
大
軍
拡
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
費
は
切
り
捨
て

ら
れ
、
労
働
者
の
賃
上
げ
も
ま
と
も
に
で
き
な
い
危

機
的
状
況
で
す
。
愛
知
県
の
軍
需
産
業
の
現
状
を
、

陸
上
自
衛
隊
守
山
駐
屯
地
が
あ
る
名
古
屋
市
守
山
区

在
住
で
長
年
平
和
運
動
に
と
り
く
む
城
下
英
一
さ
ん

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

愛
知
県
は
、
自
動
車
製
造

は
じ
め
も
の
づ
く
り
が
盛
ん

で
す
が
、
日
本
の
大
軍
拡
を

射
程
の
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ

サ
イ
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
が
三

菱
重
工
小
牧
北
工
場
（
小
牧

市
）
で
開
発
・
製
造
し
て
お

り
、
沖
縄
や
南
西
諸
島
の
ミ

サ
イ
ル
基
地
に
配
備
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
米
国
に
輸
出
す

る
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル

（
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）
も

ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
て
い
ま

す
。
小
牧
基
地
に
隣
接
す
る

三
菱
重
工
小
牧
南
工
場
（
豊

山
町
）
で
は
、
Ｆ-
35
Ａ
戦

闘
機
の
最
終
組
み
立
て
や
整

備
修
理
を
実
施
、
爆
音
を
伴

う
試
験
飛
行
を
経
て
全
国
の

自
衛
隊
に
配
備
さ
れ
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
」
の
主
力
と
な

り
ま
す
。　

　

９
月
に
愛
知
県
平
和
委
員

会
と
本
村
伸
子
衆
議
院
議
員

が
お
こ
な
っ
た
防
衛
省
へ
の

聞
き
取
り
で
は
、
日
英
伊
で

共
同
開
発
す
る
次
期
戦
闘
機

城下英一さん

　守山地域労連
　　　　　事務局長
　きずな執行委員長
　愛知県平和委員会
　　　　　副理事長

愛知兵器製造愛知兵器製造
日本一日本一

愛
知
県
は
殺
傷
兵
器
の

製
造
が
日
本
一

大
軍
拡
は
必
ず

大
増
税
に
つ
な
が
る

も
、
三
菱
重
工
の
３
工
場

（
小
牧
南
、
小
牧
北
、
大
江
）

が
関
わ
る
事
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
殺
傷
武
器
で
あ

る
次
期
戦
闘
機
の
第
三
国
輸

支
え
る
殺
傷
兵
器
の
製
造
も

日
本
一
で
す
。
先
の
大
戦
で

軍
需
工
場
へ
の
空
襲
が
全
国

で
一
番
多
か
っ
た
愛
知
県

で
、
再
び
軍
需
産
業
の
集
中

が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
長

　

日
本
政
府
の
殺
傷
兵
器
輸

出
推
進
、
大
軍
拡
が
東
ア
ジ

ア
の
軍
事
的
緊
張
を
高
め
、

「
国
際
紛
争
の
助
長
」
に
日

本
が
直
接
加
担
し
か
ね
な
い

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
メ

イ
ド
・
イ
ン
・
愛
知
の
武
器

が
他
国
の
人
々
の
命
を
奪
う

と
い
う
、
日
本
国
憲
法
の
平

和
理
念
と
は
真
逆
の
道
で
絶

対
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
２
月
３
日
に
は
、

三
菱
重
工
業
小
牧
北
工
場
へ

申
し
入
れ
を
お
こ
な
い
、
戦

争
リ
ス
ク
を
高
め
る
長
距
離

ミ
サ
イ
ル
生
産
開
発
活
動
の

中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

お
金
が
な
い
と
言
っ
て
医

療
や
福
祉
、
教
育
の
予
算
を

ケア労働への予算を増やしてほしい　  

　軍事強化が進む一方で社会保障予算は切

り捨てられています。今年度、訪問介護の

報酬が引き下げられ、訪問介護事業所の倒

産は過去最多となっています。公的病院で

は、職員の処遇改善や病院の改修に使うた

めに積み立ててきたお金を軍事費のために

と返納させられ、資金がないからと一時金

が冬だけで 20 万円もの引き下げになって

います。ケア労働への予

算増を要請すれば必ず

「原資がない」と言われ

るのに、軍事費だけは

聖域となっていること

に憤りを感じます。

　軍事費ではなく、い

のちや暮らしを守る予

算を増やしてほしいと

思います。

日
本
国
憲
法
の

平
和
理
念
と
真
逆

出
を
、
自
公
政
権
は
24
年
３

月
に
解
禁
し
ま
し
た
。
開
発

の
本
格
化
に
備
え
、
小
牧
南

工
場
で
は
３
カ
国
の
技
術
者

ら
数
百
人
を
収
容
す
る
設
計

セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
３
月
に
エ

ン
ジ
ン
工
場
の
増
設
を
お
こ

な
っ
た
ば
か
り
の
小
牧
北
工

場
で
も
、
新
た
に
３
棟
の
新

築
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

押
さ
れ
て
い
る
の
に
、
軍
事

費
だ
け
は
ど
ん
ど
ん
増
や
し

て
い
ま
す
。

　

大
軍
拡
は
必
ず
大
増
税
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ひ
と
た
び

戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
れ
ば
軍

事
工
場
が
集
中
す
る
愛
知
県

は
攻
撃
の
標
的
と
な
り
ま

す
。
軍
需
産
業
は
も
う
け
の

一
方
で
多
く
の
人
を
不
幸
に

し
ま
す
。
軍
事
企
業
は
「
死

の
商
人
」
と
呼
ば
れ
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
声
を

上
げ
、
兵
器
開
発
や
製
造
に

加
担
し
な
い
よ
う
社
会
的
に

呼
び
か
け
、
命
や
暮
ら
し
を

守
り
ま
し
ょ
う
、
と
城
下
さ

ん
は
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

三
菱
重
工
小
牧
北
工
場
の

新
築
工
事
の
様
子

愛知県医労連

矢野彩子書記長

Ｆ35Ａ戦闘機の最終組み立て
ヘリの製造、各種戦闘機や
ヘリの点検整備

★
★

★
★

★

★
★
★

★

★

愛知県の主な軍需産業

戦闘機の開発

ロケットの開発、組み立て

Ｃ２輸送機・Ｐ１哨戒機・ＣＨ４７Ｊ大型ヘリの製造
ミサイルの開発や輸送機・ヘリの点検整備

火薬・ミサイルやロケットの
推進剤製造、１２式地対艦誘導
弾能力向上型の最終組み立て

長射程ミサイルの開発・製造、
パトリオットミサイルの製造

小口径縦断の製造（国内１００％）

小銃（国内１００％）、迫撃砲製造

ミサイル・砲弾の信管製造

Ｃ２輸送機・Ｐ１哨戒機の中翼、
ＵＨ２ヘリのルーフ製造

三菱重工業名古屋
航空宇宙システム製作所

（小牧南工場、豊山町）

三菱重工業名古屋
航空宇宙システム製作所

（大江工場、名古屋市）

三菱重工業名古屋
航空宇宙システム製作所

（飛島工場、飛島村）

日油武豊工場（武豊町） ＳＵＢＡＲＵ（半田市）

リコーエレメックス（岡崎市）

豊和工業（清須市）

旭精機工業（尾張旭市）

三菱重工名古屋誘導推進システム製作所
（小牧北工場・小牧市）

川崎重工岐阜工場（岐阜県各務原市）
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福
保
労
の
執
行
委
員
で
、

愛
労
連
女
性
協
幹
事
で
も
あ

る
島
田
幸
子
さ
ん
は
、
母
子

生
活
支
援
施
設
で
母
子
支
援

員
と
し
て
相
談
や
支
援
の
仕

事
に
就
い
て
い
ま
す
。
保
育

士
と
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

持
ち
、
福
祉
事
務
所
の
女
性

相
談
員
か
ら
依
頼
を
受
け

て
、
多
く
の
母
子
に
寄
り
添

い
ま
す
。「
母
子
家
庭
の
生
活

を
支
え
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
支
援
員
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
者
は
夫
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
被

害
者
も
多
く
、
離
婚
後
共
同

親
権
に
つ
い
て
民
法
が
改
正

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
不

安
や
憤
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。
仕
事
で
も
関
わ
り
が
あ

り
尊
敬
し
て
い
る
岡
村
晴
美

弁
護
士
と
と
も
に
子
ど
も
の

権
利
を
守
る
た
め
に
共
同
親

権
反
対
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

デ
モ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

福
保
労
は
若
手
が
執
行
委

員
と
な
る
こ
と
も
多
く
「
労

働
組
合
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

ら
な
い
う
ち
に
執
行
委
員
に

な
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
繋
が
る
こ
と
が
楽
し
く
て

続
け
て
い
ま
す
」
と
島
田
さ

ん
。
機
関
紙
担
当
や
新
歓
行

事
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」の
実
行
委
員
も
担
い
、

「
労
組
の
力
で
賃
金
や
働
き

方
を
変
え
、
健
康
で
長
く
続

け
ら
れ
る
福
祉
保
育
職
場
に

し
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　

組
合
の
平
和
学
習
会
に
参

加
し
て
沖
縄
高
江
の
ヘ
リ

パ
ッ
ド
問
題
を
知
り
衝
撃
を

受
け
平
和
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
の
平
和
活

動
や
、
安
保
破
棄
実
行
委
・

平
和
委
員
会
の
「
石
垣
島
・

与
那
国
島
平
和
ツ
ア
ー
」
に

も
参
加
、「
今
は
平
和
活
動
が

趣
味
か
も
」
と
話
す
笑
顔
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。（
Ｔ
）

NO.175　福保労

島田 幸子さん
福保労

（東海地本執行委員）

寄
り
添
う
支
援
と
運
動
で

子
ど
も
の
権
利
を
守
り
た
い

■春の地域総行動
2 月 20 日（木）終日
愛知県内一円
■自動車デモ
2 月 23 日（日）10:00
稲永埠頭
■被災 71 年 3.1 ビキニデー集会
2 月 27 日（木）～ 3 月 1 日（土）
静岡県内
■あいち社会保障学校
3 月 2 日（日）13:00
労働会館東館ホール
■原発ゼロ NAGOYA  ACTION
3 月 8 日（土）14:00
矢場公園

クロスワードパズルクロスワードパズル
【解き方】イラストをヒント

に、二重枠の 6 文字をうま

く並べてできる言葉は？

【前号のクイズの答え】前号 379 号（2 月号）の

クロスワードパズルの答えは「ホウレンソウ（ほ

うれん草）」でした。正解者の中から抽選で下記

の 10 名の方に図書カードをお送りします。

■ヨコのカギ

①　桜が咲く前の花だより

⑤　ほろ苦さを味わう、……の

　　とう

⑦　受験生が神社へ奉納します

⑧　青は寒色、赤や黄色は？

⑨　日本の所得税は……課税

⑪　日本工業規格の……マーク

⑬　人が住んでいない……島

⑮　ほろ……。車……。酒……

⑯　……柿は干すと甘くなる

⑰　内閣総理大臣を略して？

⑱　「♪立ちあがれもう一度」

　　谷村新司が作詞作曲

　斜めに自由に動ける将棋の

　　駒の略称

　海の……、山の……

　所……。……票。……意　

①　

歓
迎
、
よ
う
こ
そ

②　

目
が
回
っ
た
り
、
く
ら
む
こ
と

③　

本
筋
か
ら
は
な
れ
た
話

④　
「
風
…
…
火
山
」
の
旗
印

⑤　

自
分
の
健
康
に
気
を
付
け
な
い

　
　

こ
と
。
医
者
の
…
…

⑥　

…
…
は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は

　
　

一
生
の
恥

⑩　

今
年
は
３
月
20
日

⑫　

水
の
落
下
で
電
気
を
起
こ
す
…

　
　

…
発
電
所

⑭　

Ｎ
極
と
Ｓ
極
が
あ
り
ま
す

⑰　

対
義
語
は
「
得
」

⑱　

Ｆ
は
地
上
、
で
は
Ｂ
は
？

⑲　

斜
塔
で
有
名
な
イ
タ
リ
ア
の
市

⑳　

落
語
で
結
び
の
し
ゃ
れ　

■
タ
テ
の
カ
ギ

◆
2
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

石
川
　
淳
子
　  （
全
医
労
）

一
ノ
瀬
　
裕
子  

（
春
日
井
市
職
労
）

伊
藤
　
裕
子
　 （
名
古
屋
市
職
労
）

清
水
　
晴
美     （
春
日
井
市
職
労
）

新
谷
　
清
美
　  （
年
金
者
組
合
）

新
美
　
久
人
　 

（
名
古
屋
市
職
労
）

早
川
　
悦
子
　  （
福
保
労
）

松
本
　
竹
敏     （
名
古
屋
市
職
労
）

三
浦
　
明
夫      （
愛
教
労
）

山
本
　
俊
二
　  （
名
水
労
） 

 

（
敬
称
略
）

※ハガキに答え、住所、氏名、組合名と近況か紙面に対する

感想・意見などを記入の上、3 月 5 日までに愛労連クイズ係

（〒 456-0006 名古屋市熱田区沢下町 9-7 労働会館東館 3F 愛

労連宛。メール・FAX 可）まで応募下さい。いただ

いた中から近況や感想・氏名・組合名を紙面で紹介

させていただきます。

こちらからメールが送れます。(post ＠ airoren.gr.jp) →

愛労連新聞最新号はこちらから→

発行日（毎月 10 日）に読めます。

(http://www.airoren.jp/category/news

と
、
経
済
同
友
会
も
３
年
以

内
に
全
国
加
重
平
均
で
１
５

０
０
円
に
引
き
上
げ
る
よ
う

首
相
に
要
望
す
る
な
ど
、
最

低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
は

国
家
的
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
最
賃
を
め
ぐ
る
情

勢
を
伝
え
、
署
名
の
紹
介
議

員
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
要

請
し
ま
し
た
。　

　

２
月
５
日
現
在
、
紹
介
議

員
は
６
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
新
た
に
３
人
が

紹
介
議
員
を
応
諾
し
ま
し

た
。（
50
音
順
／
小
山
千
帆
衆

議
院
議
員
・
立
憲
民
主
党
／

近
藤
昭
一
衆
議
院
議
員
・
立

憲
民
主
党
／
西
川
厚
志
衆
議

院
議
員
・
立
憲
民
主
党
／
藤

最
低
賃
金
全
国
一
律
１
５
０
０
円
へ

県
内
す
べ
て
の
国
会
議
員
に
要
請

最
賃
２
０
０
０
円
以
上
希
望
が
最
多

２
・
１
全
国
最
賃
デ
ー
名
古
屋
駅
前
宣
伝

原
規
眞
衆
議
院
議
員
・
立
憲

民
主
党
／
牧
義
夫
衆
議
院
議

員
・
立
憲
民
主
党
／
本
村
伸

子
衆
議
院
議
員
・
日
本
共
産

党
）　

　

同
時
に
愛
知
国
公
は
「
公

務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を

求
め
る
請
願
」
の
要
請
も
お

こ
な
い
、
国
家
公
務
員
の
行

政
体
制
の
拡
充
を
働
き
か
け

る
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

いますぐ１５００円めざせ２０００円

　

愛
労
連
は
１
月
17
、
20
日

を
中
心
に
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
実
現
に
向

け
て
、
県
内
の
国
会
議
員
事

務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。
昨

年
秋
の
要
請
と
合
わ
せ
て
、

与
野
党
の
多
く
の
国
会
議
員

を
訪
問
し
て
資
料
を
提
示
し

「
物
価
高
騰
に
対
し
て
は
賃

上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
最
低

賃
金
引
き
上
げ
は
政
府
が
直

接
実
施
出
来
る
賃
金
引
き
上

げ
策
」「
現
在
の
地
域
別
最
低

賃
金
制
度
は
、
都
市
と
地
方

の
格
差
を
拡
大
す
る
要
因
と

な
っ
て
お
り
、
人
口
流
出
が

起
き
て
い
る
」
な
ど
と
説
明

し
ま
し
た
。

　

石
破
首
相
も
施
政
方
針
演

説
で
「
２
０
２
０
年
代
に
全

国
平
均
１
５
０
０
円
を
め
ざ

す
」
こ
と
を
打
ち
出
し
た
こ

最低賃金法改正への４つのポイント　  

　　① 地域別から、全国一律にする

　  ② 全国一律最賃を中央最低賃金審議会で

         決め、地方審議会は特定最賃を決める

　  ③ 生計費と労働者の賃金で決める

     ④ 中小企業支援は国の義務に

　

愛
労
連
は
、
２
月
１
日
、

全
国
最
賃
デ
ー
・
ロ
ー
カ
ル

ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
名
古
屋

駅
宣
伝
に
と
り
く
み
ま
し

た
。
19
人
が
参
加
し
、
週
末

で
賑
わ
う
名
古
屋
駅
前
で
１

０
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
元
気
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

「
生
活
が
苦
し
く
、政
治
が

不
安
で
何
か
し
た
い
」
と
通

り
過
ぎ
た
方
が
戻
っ
て
署
名

す
る
場
面
も
。
シ
ー
ル
ア
ン

ケ
ー
ト
も
実
施
し
56
人
が
協

力
し
ま
し
た
。
最
低
賃
金
２

０
０
０
円
以
上
を
希
望
す
る

声
が
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

労
働
組
合
は
知
ら
な
い
と
い

う
若
者
も
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
労

組
奮
闘
の
話
を
す
る
と
「
労

組
は
必
要
」
と
共
感
を
得
て

い
ま
し
た
。

■
生
計
費
調
査
が
２
０
２
４

年
版
に
改
訂
さ
れ
、
若
者
単

身
世
帯
の
「
普
通
の
暮
ら
し
」

に
は
時
給
１
８
０
０
円
が
必

要
だ
と
あ
り
ま
し
た
。
ス
ー

パ
ー
に
行
く
と
野
菜
や
調
味

料
全
て
の
物
が
値
上
が
り
し

て
い
て
手
が
出
な
い
事
も
あ

り
ま
す
。
「
普
通
の
暮
ら
し
」

を
す
る
た
め
に
最
賃
の
大
幅

ア
ッ
プ
を
実
現
し
な
い
と
！

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。（
早

川
悦
子
・
福
保
労
）

■
２
月
号
１
面
の
春
闘
の
と

り
く
み
の
記
事
、
写
真
は
小

さ
い
な
が
ら
も
み
な
さ
ん
の

パ
ワ
フ
ル
な
姿
に
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。（
大
石
幸
史
・

年
金
者
組
合
）

■
旗
開
き
に
出
席
し
、
決
議

し
ま
し
た
。
役
員
引
き
続
き

頑
張
り
ま
す
。（
清
水
晴
美
・

春
日
井
市
職
労
）

■
昨
年
ス
ト
ラ
イ
キ
構
え
て

の
本
部
交
渉
で
、
常
勤
も
非

常
勤
も
賃
金
が
上
が
り
、
ス

ト
ラ
イ
キ
は
回
避
。
し
か
し
、

お
米
、
肉
、
調
味
料
、
牛
乳
、

ガ
ソ
リ
ン
代
灯
油
代
も
ほ
と

ん
ど
値
上
が
り
に
。
賃
金
が

上
が
っ
た
感
覚
が
な
い
。
現

場
職
員
の
自
己
犠
牲
の
上
に

患
者
さ
ん
に
す
こ
し
で
も
寄

り
添
い
た
い
と
思
う
ス
タ
ッ

フ
が
多
い
。
そ
し
て
燃
え
尽

き
て
、
転
職
を
考
え
る
人
も

い
る
。
ま
た
、夜
勤
が
辛
く
、

潜
在
看
護
師
が
多
い
。
国
家

資
格
を
生
か
し
、
そ
の
人
の

生
活
、
家
族
を
大
切
に
し
、

働
き
方
を
検
討
し
た
い
も
の

だ
。
自
己
犠
牲
で
は
な
い
、

き
ち
ん
と
賃
金
を
支
払
わ
れ

た
若
者
ら
は
、
給
与
明
細
書

を
見
て
喜
ん
で
い
た
。（
石
川

淳
子
・
全
医
労
）

■
３
・
１
ビ
キ
ニ
デ
ー
、
そ

れ
は
世
界
的
に
も
第
３
番
目

の
核
被
爆
で
あ
ろ
う
。
こ
の

事
実
に
向
き
合
っ
て
「
も
う

核
被
爆
は
い
ら
な
い
」
の
運

動
が
続
け
ら
れ
、
核
兵
器
禁

止
条
約
を
産
み
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
真
の
核
兵
器
禁

止
実
現
の
一
歩
に
し
て
い
き

た
い
。
粘
り
強
く
行
動
し
て

い
こ
う
。（
新
谷
清
美
・
年
金

者
組
合
）

■
３
年
担
任
な
の
で
、
い
よ

い
よ
嬉
し
悲
し
い
卒
業
式
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
一
緒
に

飲
み
に
行
き
た
い
も
の
で

す
。（
瀧
和
哉
・
愛
高
教
）
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